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会

告

一
、
日
本
学
術
会
議
第
七
期
会
員
候
補
者
の
推
薦

来
る
十
一
刀
に
、
日
本
学
術
会
議
第
七
期
会
員
選
挙
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
二
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
区
（
第
一
部
）

　
　
由
小
A
A
理
事
・
窮
山
ハ
舶
期
《
ハ
昌
凪

　
　
　
　
　
井
　
上
　
智
　
勇

　
近
畿
地
方
区
　
　
（
第
一
部
）

　
　
串
小
△
減
埋
事
・
第
あ
ハ
…
期
ム
ム
員

　
　
　
　
　
貝
　
塚
　
茂

脚、

j
学
研
究
会
大
会
予
告

次
の
日
量
で
、

三

軒
　
氏

　
　
　
　
　
　
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読

書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
御
内
連
中
し
あ
げ
ま
す
。

◇
十
同
月
一
日
号
刀
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
見
　
学
　
会
　
京
都
の
伝
統
を
さ
ぐ
る

　
　
　
北
山
丸
太
・
西
陣
織
・
茶
道
家
元
・
角
屋
・
手
が
き
友
禅
染
．
清

　
　
　
水
焼
　
（
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
講
師
　
京
都
李
教
授
柴
　
田
　
　
実
氏

　
　
　
（
参
加
A
五
費
　
　
⊥
ハ
○
○
円
）

　
京
都
の
伝
統
を
形
づ
く
る
の
ぼ
、
も
と
よ
り
多
く
の
要
素
か
ら
な
り
た
つ

　
て
い
ま
す
。
今
回
は
伝
統
産
業
と
伝
統
の
美
を
探
訪
い
た
し
ま
す
。
参
加

　
ご
希
望
の
方
は
、
前
も
っ
て
お
申
込
下
さ
い
。
当
日
お
中
込
の
受
付
は
い

　
た
し
ま
せ
ん
。

　
〇
十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
文
学
部
第
一
講
義
室

　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
）
　
　
秋
田
男
鹿
の
発
掘
　
一
平
安
時
代
の
民
家
－

聯
　
　
・
爪
都
大
学
教
授
福
山
敏
男
氏

　
却
　
　
孟
子
の
井
m
制
に
つ
い
て
の
一
解
釈

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
人
学
教
授
　
　
只
　
　
塚
　
　
茂
　
　
樹
　
　
氏

　
φ
十
一
月
三
日
（
祭
）
午
後
九
時
よ
り

　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
　
各
　
大
　
会

　
　
　
　
（
備
考
）
各
大
会
の
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
月
二
十
日
頃
に

　
　
　
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
大
会
出
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
を
必
要
と

　
　
　
さ
れ
る
方
は
、
木
会
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
　
研
究
　
会

会
員
各
位
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訂

正

囚
八
巻
二
号
　
書
評

録
」
　
（
船
越
昭
生
）

今
西
春
秋
著
「
校
注
異
域

　
頁
　
　
　
　
誤
一
↓
正

茜
O
上
い
碇
①
罠
9
触
○
…
↓
ぼ
富
巴
暮
霞
〇

一四

Z
下
男
。
器
。
犀
二
野
鵠
．
↓
切
。
ω
ω
o
二
日
一
p
圏
’
腹
・

茜
O
下
薩
｝
剛
§
臣
。
二
子
謎
Q
o
屋
頃
＄
欝
富
。
。
霞
。
鼠
凶

　
　
　
o
鴇
窪
諾
麟
5
獄
ゆ
養
図
♂
1
Ψ
国
浅
Φ
匡
け
露
崎
漂
雷

　
　
　
Q
自
国
口
雷
貯
凶
甥
。
σ
ヒ
」
ぎ
臥
凶
。
唄
器
口
匿
図
伊

　
　
　
心
墨
一

山
O
下
ま
た
ほ
か
に
、
パ
リ
国
立
図
書
館
一
↓
ま

　
　
　
た
ほ
か
に
、
満
文
刊
本
が
パ
リ
国
立
図
書

　
　
　
館

亟
三
舞
憲
↓
ω
母
熱

一
堅
下
。
σ
冨
甑
↓
0
9
冨
烹

蕎
一
下
麟
ゆ
露
0
2
鋭
〈
．
↓
目
帥
ヨ
。
〈
．
〉
ン
、
■

〃
　
鐸
霞
Φ
重
罰
自
↓
Φ
臨
き
懇
屋
離

一頗

�
繼
|
。
彊
畠
↓
門
。
覇
頃
畠

〃
　
均
螂
輿
。
魯
轟
9
三
塁
1
↓
霞
宮
緊
暮
艮

　
　
　
Q
曙
葭
口

一
璽
下
柱
川
甫
周
一
↓
桂
川
爾
周

酋
〒
書
籍
文
物
流
退
会
↓
書
籍
文
物
流
通
会

四
八
巻
三
号
「
本
会
顧
聞
岩
井
武
俊
氏
を
悼
む
」

一
五
二
頁
一
行
目
　
大
正
十
二
年
↓
大
正
十
一
年

史
林
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
の
各
号
は
、
若
干
残
灘
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。
（
　
）
内
は
定
価
、
送
料
は
定

価
一
〇
〇
円
ま
で
二
〇
円
、
他
は
四
〇
円
で
す
。

お
申
込
は
前
金
（
切
手
代
用
可
）
に
て
お
願
い
し

ま
す
。

三
三
巻
一
号
・
二
号
（
各
一
〇
〇
）

三
四
巻
一
・
一
言
写
（
一
四
〇
）
四
号
（
一
〇
〇
）

三
六
巻
一
庸
写
（
一
〇
〇
）

ご一

ｪ
漁
僧
一
食
写
・
一
一
盲
万
・
四
四
万
（
各
一
〇
∩
）
）
　
・
　
六

　
号
（
二
〇
〇
）

三
九
巻
三
号
・
四
号
・
五
号
（
各
一
〇
〇
）
・
六

　
号
（
二
〇
〇
）

四剛

鼕
ｪ
三
号
。
四
口
写
（
二
一
〇
〇
）
　
。
　
六
口
写
（
二

　
〇
〇
）

四
二
巻
四
号
・
五
号
・
六
号
（
各
一
八
○
）

四
三
巻
一
～
六
号
（
各
一
八
○
）

四門

l
巻
一
～
四
口
万
（
各
一
八
○
）
　
・
　
六
筒
写
（
二
〇

　
〇
）

四
五
巻
一
～
六
㎝
写
（
各
二
〇
〇
）

四
六
巻
一
～
六
号
（
各
二
〇
〇
）

四
七
巻
一
号
・
二
号
（
各
二
〇
〇
）
三
～
六
号
（
各

　
二
四
〇
）

隔
糞
記
巻
一
－
巻
五
（
各
二
、
○
○
○
送
料
一
二

　
〇
）

委
員
会
だ
よ
り

◇
九
眉
の
第
二
金
離
日
と
第
三
金
曜
日
、
京
都
は

台
風
の
ダ
ブ
ル
・
パ
ン
チ
を
く
い
ま
し
た
。
皆
様

の
お
宅
で
は
、
被
害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
で

し
ょ
う
か
、
お
伺
い
申
し
あ
げ
衷
す
。

◇
別
面
所
報
の
通
り
、
来
る
十
一
月
一
・
二
臼
、

恒
例
の
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
来
会

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
目
録
は
、
十
丹
二
十
日
頃
に
、
本

誌
五
号
と
と
も
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
出
発

の
都
含
な
ど
で
早
く
お
入
用
の
方
は
、
そ
の
由
お

申
越
下
さ
い
。
別
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

見
学
会
の
お
巾
込
は
、
・
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
早
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

◇
会
費
の
ご
納
入
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

瓶
然
舞
矯
二
語
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
史
林
（
錦
四
八
巻
第
四
弩
）

　
　
　
京
都
市
在
京
区
古
露
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
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印
刷
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